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ＰＲＥ＊こだいら・・・議会レポート 

小平市議会議員  
岩本ひろ子 

■女性職員が管理職として活躍しやすい環境整

備で202030の実現を 

市の課長補佐以上の女性職員の割合は、2013年度実

績で 16.2％。指導的地位にある女性を 2020 年までに

30％に高めるという国の目標（202030）には程遠い数

字です。どうすれば意欲を持って管理職を目ざせるの

かを女性職員から聞き取り、年次目標と実施計画を立

て実現すべきです。家事や子育て、介護などとの両立

が大きな壁となっている現実の中で、長時間労働があ

たりまえの管理職モデルそのものも変えていかなけれ

ばなりません。 

■「雨水利用推進法」と「水循環基本法」に基づ

く積極的な施策を 

水資源の有効活用を促す２つの法律の施行を機に、

地下水の保全と雨水の活用をすすめるための積極的な

取り組みを求めました。雨水タンクなどへの助成制度

の提案については検討していくとの答弁を得ました。 

 

 

 
すみだ環境ふれあい館の雨水タンクギャラリー 

様々なタイプのものがある。植木の水やりや洗車などに利用

でき水道代の節約にもなる。 

 

 
すみだ環境ふれあい館の雨水タンクギャラリー 

様々なタイプのものがある。植木の水やりや洗車などに利用でき水道

代の節約にもなる。 

 

 

                              

                              

                              

                              

小平市議会議員 

日向みさ子 
■認知症の高齢者と家族を支えるために 

見守りなど地域の担い手を育成するために、認知

症サポーター養成講座の受講生を登録し情報提供

を行うこと等を提案し、前向きな答弁を得ました。 

■自治基本条例が生かされているかの検証と

評価を 

 自治基本条例が施行されて 5年。市民意見の反映

や市民協働が進んだかの検証が必要です。 

 小平では都市計画マスタープランの改定作業が

始まり、提案してきた無作為抽出による新たな市民

参加の手法も実現します。市と市民が情報を共有

し、ともに考えるという条例の理念が実践されるか

注視していきます。 

■地震などの災害発生への備えを 

市民とともに 

 学校や公民館など市内には 66 か所の避難所が想

定されています。かねてより提案してきた女性や子

どもへの配慮が「避難所管理運営マニュアルの作成

指針」に盛り込まれました。今後、避難所ごとに作

成されるマニュアルの市民参加を積極的に進める

ことを求めました。また、防災に関心のある人が参

加できる防災市民協力員の制度を提案しました。 

 

 

 

一般質問 

ネ
ッ
ト
議
員
の
活
動
日
誌 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

７
月 

1(

火)

Ｄ
Ｖ
学
習
会
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
、
自
治
体
議
員
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム 

2(

水)

子
ど
も
子
育
て
審
議
会
傍
聴 

3(

木)

聴
覚
障
害
者
協
会
面
談
、
公
園
放
射
能
測
定 

3
～
4(

金)

小
平
・村
山
・大
和
衛
生
組
合
議
会
視
察 

5(

土)

集
団
的
自
衛
権
反
対
パ
レ
ー
ド
＠
小
平 

7(

月)

駅
前
活
動
報
告
（新
小
平
駅
） 

8(

火)

駅
前
活
動
報
告(

一
橋
学
園
駅
）
、
野
火
止
用

水
保
全
協
議
会 

9(

水)

ま
ち
歩
き
調
査
（学
園
東
町
１･

２
丁
目
） 

10(

木)

駅
前
活
動
報
告
（
小
川
駅
西
口
）
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
超
党
派
抗
議
活
動
（
小
平
駅
南

口
） 

11(

金) 

蕨
戸
田
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
視

察
、
白
梅
学
園
大
学
・
地
域
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
地

域
包
括
ケ
ア
を
ど
う
つ
く
る
か
―
柏
モ
デ
ル
か
ら

考
え
る
」
、
東
京
ネ
ッ
ト
学
習
会
「
若
者
が
か
が
や

く
社
会
に
向
け
て
」 

13(

日)

駅
前
活
動
報
告
（
花
小
金
井
駅
南
口
）
、
東
村

山
市
内
認
定
こ
ど
も
園
視
察 

14(

月)

女
性
の
つ
ど
い
議
員
懇
談
会 

15(

火)

議
会
報
編
集
委
員
会 

16(

水)

～
18(

金)

ネ
ッ
ト
視
察
（
伊
万
里
、
武
雄
、
佐

賀
、
福
岡
） 

19(

土)

・
20(

日)

市
民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
交
流

集
会
２
０
１
４ (

千
葉
）、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル 

25(

金)

朝
駅
頭
（小
平
駅
北
口
）、
ま
ち
歩
き
調
査 

26(

土)

・
27(

日)

市
民
と
議
員
の
条
例
づ
く
り
交
流
会

議 

27(

日)

こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ
ー
入
門
セ
ミ
ナ
ー 

30(

水)

介
護
保
険
運
営
協
議
会
傍
聴 

８
月 

1(

金)

男
女
共
同
参
画
審
議
会
傍
聴
、
３･

４･

23
号

線
工
事
説
明
会
、
夜
の
生
き
物
調
査
（
中
央
公

園
） 

2(

土)

灯
り
ま
つ
り 

3 (

日)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ
る
会 

6(

火)

議
員
と
い
っ
し
ょ
に
話
す
会
（
図
書
館
に
つ
い

て
）、
都
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
（都
市
計
画
道
路
） 

 

8(

木)

小
川
用
水
親
水
整
備
工
事
説
明
会
、 

9(

金)

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ま
つ
り 

 1
6
(

土)

東
京
ネ
ッ
ト
公
開
討
論
会
「9

条
解
釈
改
憲
に
ど

う
対
峙
す
る
の
か
？
」 

2
0
(

水)

子
ど
も
子
育
て
審
議
会
傍
聴 

2
2
(

金)
駅
前
活
動
報
告
（小
平
駅
南
口
） 

2
5
(

月)
総
務
委
員
会 

2
6
(

火)

生
活
文
教
委
員
会
、
都
市
計
画
審
議
会 

2
7
(

水)

厚
生
委
員
会 

2
8
(

木)

建
設
委
員
会
傍
聴 

2
9
(

金)

幹
事
長
会
議
、
共
通
番
号
制
学
習
会
、
鈴
木
町

第
一
三
共
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
計
画
説
明
会 

3
0(

土)

小
平
ネ
ッ
ト
福
祉
部
会
学
習
会
「
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
」 

9

月 

1
(

月)

一
般
質
問
通
告
書
提
出 

2
(

火)

小
平
団
地
さ
ざ
ん
か
見
学
、
商
工
会
と
の
懇
談 

？()

駅
前
活
動
報
告(

た
か
の
台
駅) 

4
(

木)

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
改
革･

広
報
広
聴
推
進

作
業
部
会 

5
(

金)

朝
前
活
動
報
告
（小
平
駅
北
口
） 

6
(

土)

ま
ち
の
居
場
所
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

8
(

月)

駅
前
活
動
報
告(

東
大
和
市
駅) 

9
(

火)9

月
議
会
本
会
議
初
日 

1
0
(

水)

～12
(

金)

一
般
質
問 

1
3
(

土)

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

1
4
(

日)

子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
＠
こ
だ
い
ら 

1
6
(

火)

総
務
委
員
会 

1
7
(

水)

生
活
文
教
委
員
会
、
市
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
見 

 
 

 
 

学 

1
8
(

木)

厚
生
委
員
会 

1
9
(

金)

建
設
委
員
会
傍
聴
、 

2
0
(

土)

女
性
の
つ
ど
い
講
演
会 

2
1
(

日)

二
葉
む
さ
し
が
丘
学
園
あ
お
ぞ
ら
ま
つ
り 

2
2
(

火)

ま
ち
づ
く
り
検
討
特
別
委
員
会 

2
4
(

木)

幹
事
長
会
議 

2
6
(

金)

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会 

2
9
 

9

月
議
会
最
終
日 

 

一般質問 

今年の総合防災訓練では避難所宿泊体験が実施され、自衛隊によ

る浴場も設置された。 
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ＰＲＥ＊こだいら・・・議会レポート 

小平市議会議員 

平野ひろみ 
■高齢になっても住み慣れた地域で支援を

受けるために 

団塊の世代が 75歳以上になる 2025年に向けて、

今回の介護保険制度の改正はとても重要です。その

内容は認知症サポート医による在宅医療体制の本

格化や、「要支援者」のデイサービスと訪問介護が 2

年後までに市の地域支援事業へ移行するなどです。

新事業の設置にあたって、住民やＮＰＯなどが担う

生活支援サービスを始めるための丁寧な情報交換

と、市民への早めの周知を求めました。 

■小平のみんなの図書館をつくるために 

 仲町公民館・図書館（なかまちテラス）が今年度

中にオープンします。会派視察した伊万里市民図書

館を例にあげて、他 7 つの図書館と 3分室をいかし

てネットワークをつくり、情報拠点としてだけでな

く、コミュニティの場にしていくために、学校図書

館との連携や開館時間の延長、若者参加の企画など

提案しました。 

■まちの景観を守るため 

東京都屋外広告物条例を活用せよ 

 府中街道沿いの条例違反の屋外広告物について、

質問しました。 

 

 

 

 
 

 

8(

木)

小
川
用
水
親
水
整
備
工
事
説
明
会
、 

9(

金)

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ま
つ
り 

16(

土)

東
京
ネ
ッ
ト
公
開
討
論
会｢

９
条
解
釈
改
憲
に

ど
う
対
峙
す
る
の
か
？
」 

20(

水)

子
ど
も
子
育
て
審
議
会
傍
聴 

22(

金)

駅
前
活
動
報
告(

小
平
駅
南
口
） 

25(

月)

総
務
委
員
会 

26(

火)

生
活
文
教
委
員
会
、
都
市
計
画
審
議
会 

27(

水)

厚
生
委
員
会 

28(

木)

駅
前
活
動
報
告(

東
大
和
市
駅) 

建
設
委
員
会
傍
聴 

29(

金)

幹
事
長
会
議
、
共
通
番
号
制
学
習
会
、
鈴
木
町

第
一
三
共
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
計
画
説
明
会 

30(

土)

小
平
ネ
ッ
ト
学
習
会
「最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
す
」 

９
月 

2(

火)

小
平
団
地
さ
ざ
ん
か
見
学
、
商
工
会
と
の
懇
談 

4(

木)

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
改
革･

広
報
広
聴
進

作
業
部
会 

5 (

金)

朝
前
活
動
報
告(

小
平
駅
北
口
） 

6(

土)

ま
ち
の
居
場
所
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

9(

火)

９
月
議
会
本
会
議
初
日 

10(

水)

～
12(

金)

一
般
質
問 

13(

土)

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、 

Ｎ
Ｏ
！
寝
た
き
り
デ
ー
2014 

14(

日)

子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
＠
こ
だ
い
ら 

16(

火)

総
務
委
員
会 

17(

水)

駅
前
活
動
報
告(

た
か
の
台
駅)

、
生
活
文
教
委

員
会
、
市
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
見
学 

18(

木)

厚
生
委
員
会 

19(

金)

建
設
委
員
会 

20(

土)

女
性
の
つ
ど
い
講
演
会 

21(

日)

二
葉
む
さ
し
が
丘
学
園
あ
お
ぞ
ら
ま
つ
り 

22(

月)

ま
ち
づ
く
り
検
討
特
別
委
員
会 

24(

水)

幹
事
長
会
議 

25(

木)

障
が
い
者
計
画
・障
碍
福
祉
計
画
検
討
委
員
会 

26(

金)

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会 

30(

月)

９
月
議
会
最
終
日 

 

☆
掲
載
し
た
の
は
活
動
の
一
部
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も 

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
調
査
、
相
談
な
ど
３
人
の
議
員
そ
れ
ぞ 

れ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

小平も超高齢化！ 

介護と医療の連携の充実を 
 

小平市も高齢化率 22％を超え、ひとり暮ら

しの高齢者や老老介護、未婚の子どもによる

介護がふえています。 

住み慣れた地域で最期まで自分らしく生

きるためにどうしたらよいか、「医療と介護

のあり方 ～家族がいてもいなくても」と題

して医療介護の専門職の方を交えて学習会

を開催し、市民のみなさんと意見交換をしま

した。 

「治す医療」から「継続して生活に寄り添う

医療」への考えをもとに医師同士の連携、ケ

アマネージャーが訪問看護を通して医師と

つながること、往診できるかかりつけ医を増

やしてほしいなどの意見がありました。ヘル

パーだけでなく毎日のゴミ出しや話し相手

などの支援もあわせて、地域ぐるみで介護を

考え、本人の意思が尊重された在宅生活が可

能になるよう引き続き提案していきます。 

      

  
介護への関心は高く、多くの参加者が熱心に 

話に聴きいっていた。 

 

 

 

トピックス 

一般質問 

 
府中街道沿いにある大きな看板。まちの景観を大きく損なっている 

 


